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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成 18 年５月 12 日に発表いたしました平成 19 年３月期（平成 18 年４月１日～平成 19
年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますので、その概要をお知らせいたし

ます。 
 

記 
 
１．業績予想の修正について 

（１）当期の連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ６７，５１０ １，９８０ ６４０ 
今 回 修 正 予 想 （ B ） ６５，４７０ １，８５０ △４５０ 
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △２，０４０ △１３０ △１，０９０ 
増 減 率   （ ％ ） △３．０ △６．６ － 
(ご参考 )前期実績（平成 18 年３月期） ６４，０６４ １，６９９ ３８２ 

 
（２）当期の単体業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ４２，１６０ １，１２０ ４７０ 
今 回 修 正 予 想 （ B ） ４１，４００ １，３００ △９０ 
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △７６０ ＋１８０ △５６０ 
増 減 率   （ ％ ） △１．８ ＋１６．１ － 
(ご参考 )前期実績（平成 18 年３月期） ４０，５７９ １，０５６ ２７４ 

 



２．修正の理由 
子会社にて行っております調剤薬局事業において診療報酬改定に伴う薬価引き下げ

の影響等により、連結経常利益が計画を下回る見込みです。 
しかしながら主力の医療関連受託事業において経費等のコスト削減に努めることで、

単体経常利益は計画を上回る見込みです。 
また、平成 18 年 11 月２日に発表しましたとおり、当中間期決算において当社連結

子会社である日本健康機構株式会社が医療機関の経営にかかわる運営支援の一環とし

て行った長期貸付金等に対し、貸倒引当金繰入額（連結 1,127 百万円、単体 1,076 百

万円）を特別損失に計上したため、連結・単体業績ともに当期純損失となる見込みで

す。 
以上のことから、前記のとおり修正いたします。 

 
（注）上記の業績予想の修正数値は、当社が現時点まで入手した情報に基づいて作成して

おり、実際の業績は諸要因等により異なる可能性があることをあらかじめご承知お

きください。 
以  上 

 
 
 


